
































































































改革［THEREFORM of JAPANESE LAW 































































































































































5) 拙著 『検証 ・司法制度改革 I.] (2013，中央大
学出版郎）とくに 9頁参照。
6) 前掲（2）『続・裁判法の考え方』52頁。

































































































































1) 以下の文章は， ［検証 ・司法制度改革 I］にお
ける第 4論文の「おわりに」以下と全く同文であ
る。
同書と本誌今号のどちらがヨリ早く刊行される
か分からないにせよ（おそらく本誌の刊行のほう
が早いことはほぼ確実だと思うが），同一内容のも
のがこのように前後して活字化されるのは好まし
くないといえよう。「論文執筆について決してして
はいけないのが二重投稿です。」（沖天幹『東大教
授』（2015，新潮新書） 125頁）とされる。これは
理系論文についての言及であるが，基本的にはも
ちろん文系論文についても妥当しよう。本稿は厳
密な意味の論文（の一部）ではなく，また二重投
稿そのものともいえまいが，上記引用文の趣旨は
最大限に尊重すべきだろう。
このことを自覚しながらも，本学法学部卒業生
の学界活動についてなるべく周知徹底を図りたい
という意図からこの附記を本誌に掲載していただ
くこととし，そのためには少なくとも「おわりに」
の部分も含めることが必要かと思われるので，本
誌編集委員会に格別のご高配を賜わった次第であ
る。
